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少
し
古
い
話
で
恐
縮
で
す
が
、
二
〇
一
六
年
、
子
供
に
大
人
気
の
ア
イ
ス
キ
ャ

ン
デ
ィ
ー
「
ガ
リ
ガ
リ
君
」
が
二
五
年
振
り
に
六
〇
円
か
ら
一
〇
円
値
上
げ
さ

れ
た
と
き
、
メ
ー
カ
ー
の
社
長
以
下
社
員
が
テ
レ
ビ
C
M
で
「
値
上
げ
は
大
変

申
し
訳
な
い
」
と
消
費
者
に
謝
罪
し
た
こ
と
が
米
国
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム

ズ
紙
に
驚
き
を
も
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
同
社
は
二
〇
二
四
年
に
再
度

一
〇
円
の
値
上
げ
を
し
た
際
に
も
、
社
員
が
深
々
と
お
辞
儀
す
る
謝
罪
広
告
を

全
国
の
新
聞
各
紙
に
展
開
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
例
は
、
消
費
者
が
値
段
は
上
が
ら
な
い
こ
と
を
当
然
と
み
な
し
、
企

業
は
消
費
者
離
れ
が
怖
く
て
値
上
げ
で
き
な
い
、
そ
の
た
め
賃
金
も
上
げ
ら
れ

な
い
と
い
う
悪
循
環
に
陥
っ
て
い
た
日
本
経
済
を
象
徴
す
る
出
来
事
の
よ
う
に

思
い
ま
す
。
物
価
と
賃
金
が
並
行
し
て
上
昇
す
る
欧
米
か
ら
は
、
日
本
は
異
端

と
み
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
最
近
よ
う
や
く
日
本
で
も
賃
金
・
物
価
・

金
利
の
正
常
化
が
始
ま
り
、
お
よ
そ
三
〇
年
間
続
い
た
慢
性
デ
フ
レ
の
出
口
も

見
え
始
め
た
よ
う
で
す
。

　

正
常
化
の
き
っ
か
け
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
伴
う
供
給
不
足
や
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
に
端
を
発
し
た
海
外
イ
ン
フ
レ
が
輸
入
品
価
格
を
上
げ
、
日
本
で
も

食
料
品
を
は
じ
め
と
し
た
モ
ノ
の
価
格
へ
の
幅
広
い
上
昇
圧
力
が
か
か
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
伴
っ
て
、
消
費
者
も
徐
々
に
値
上
げ
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
こ
と
が
、
企
業
に
よ
る
価
格
転
嫁
と
賃
上
げ
へ
と
広
が
っ
た
と
の
分
析

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
日
本
の
安
い
賃
金
を
嫌
っ
た
技
術
者
や
若
者
の
海
外
流
出
や
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
労
働
供
給
増
加
の
一
翼
を
担
っ
た
女
性
と
シ
ニ
ア
層
の
労
働

参
加
の
伸
び
悩
み
な
ど
、
た
だ
で
さ
え
若
年
人
口
が
減
る
中
で
の
深
刻
な
人
手

不
足
も
賃
金
押
上
げ
の
重
要
な
要
因
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、
最
低
賃
金
の
大
幅

引
上
げ
や
価
格
転
嫁
推
進
な
ど
政
府
の
政
策
に
よ
る
後
押
し
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
今
後
の
デ
フ
レ
脱
却
の
カ
ギ
は
、
こ
れ
ま
で
の
景
気
対

策
が
重
点
を
置
い
て
き
た
よ
う
な
買
い
手
の
意
思
決
定
を
反
映
す
る
「
総
需
要
」

よ
り
も
、
売
り
手
の
意
思
決
定
を
反
映
す
る
「
総
供
給
」（
す
な
わ
ち
商
品
の

価
格
と
、
労
働
サ
ー
ビ
ス
の
価
格
で
あ
る
賃
金
）
の
動
向
に
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
私
は
、
今
後
建
設
業
に
お
い
て
も
「
建
設
需
要
を
中
心
と
し
た

主
体
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
か
ら
「
サ
プ
ラ
イ
サ
イ
ド
制
約
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
へ
移

行
す
る
と
見
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
で
、
当
社
で
は
、
発
注
者
か
ら
求
め
ら
れ
る
品
質
を

適
切
な
価
格
と
工
期
で
提
供
で
き
る
施
工
能
力
の
確
保
と
生
産
性
向
上
を
図
る

べ
く
、
持
続
的
な
賃
上
げ
と
と
も
に
、
事
業
環
境
の
変
化
に
対
応
で
き
る
人
材

の
確
保
・
開
発
に
注
力
し
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
、
土
地
改
良
建
設
協
会
会
員

各
社
も
同
様
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
観
点
か
ら
、
各
農
政
局
長
と
の
意
見
交
換
や
専
門
委
員
会
に
よ
る
各
種

提
言
な
ど
、
賃
上
げ
を
可
能
と
す
る
適
切
な
工
事
価
格
設
定
や
生
産
性
向
上
に

つ
な
が
る
新
技
術
導
入
等
に
係
る
当
協
会
の
活
動
に
は
大
き
く
期
待
す
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

物
価
上
昇
に
見
合
っ
た
賃
上
げ
の
拡
が
り
は
依
然
予
断
を
許
さ
ず
、
米
国
の

貿
易
政
策
や
欧
州
・
中
東
情
勢
の
変
化
な
ど
世
界
経
済
を
め
ぐ
る
不
安
定
要
素

も
あ
り
ま
す
が
、
引
続
き
望
ま
し
い
物
価
と
賃
金
の
好
循
環
に
向
け
、
官
民
が

協
調
し
た
取
組
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
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「北竜町の稲刈り」
（北海道北竜町）

北竜町は北海道のやや中央にあり、
空知管内の北部に位置しています。
雨竜川他三川流域を主として肥沃な
土地と豊かな水資源のもと、稲作を
基幹作物とした農業のまちとして発
展し、「ひまわりライス」に代表さ
れる道内でも有数の高収量・高品質
の米の産地を形成しています。

3

巻
頭
言

「
異
端
の
国
」か
ら
の
脱
出

  

フ
ジ
タ
　
奥
村
　
洋
治

5

進
藤
金
日
子
参
議
院
議
員
レ
ポ
ー
ト

米
価
高
騰
と
今
後
の
土
地
改
良
に
つ
い
て

7

私
か
ら
見
た
土
地
改
良

野
口
　
伸

北
海
道
大
学
大
学
院
農
学
研
究
院
長
に
聞
く

 

日
東
河
川
工
業
　
大
田
　
武
志

19

菊
岡
保
人
の
水
彩
画 

〜
細
部
に
思
い
を
こ
め
て
〜

21
食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
「
地
産
国
消
」
に
貢
献
す
る　

vol.11

『
ち
ょ
っ
と
贅
沢
な
い
ち
ご
狩
り
』で

元
気
な
会
社
と
町
お
こ
し

　
〜
コ
ロ
コ
ロ
い
ち
ご
フ
ァ
ー
ム
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
〜

 

鉄
建
建
設
　
鈴
村
　
和
也

25

ど
う
す
る
ど
う
な
る
働
き
方
改
革

 

農
村
振
興
局
設
計
課
施
工
企
画
調
整
室
長
　
川
島
　
秀
樹

29
国
営
事
業
地
区
の
将
来
展
望

東
近
江
地
区
を
徹
底
調
査

 

東
急
建
設
　
衣
笠
　
浩
二

33
女
性
リ
レ
ー
ト
ー
ク

土
木
と
の
か
か
わ
り

 

北
陽
　
飯
田
　
宏
美

35
土
地
改
良
切
り
語
り　

第
46
回

プ
ラ
ザ
合
意
と
圃
場
整
備
事
業
の
制
度
変
革
　

 

総
合
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
　
元
杉
　
昭
男

38
協
会
報
告

第
三
次
・
担
い
手
三
法
の
趣
旨
徹
底
に
向
け
て

59

国
営
事
業
地
区
等
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
学
生
支
援
事
業

82

我
が
社
の
技
術
Ｐ
Ｒ

A
I
で
実
現
す
る
高
精
度
な
管
路
診
断
技
術

「
老
朽
度
A
I
評
価
シ
ス
テ
ム
」

 

ク
ボ
タ
　
竹
谷
　
和
志

低
炭
素
型
コ
ン
ク
リ
ー
ト
材
料

ク
リ
ー
ン
ク
リ
ー
ト
の
普
及
･
展
開

 

大
林
組
　
野
島
　
省
吾

88
現
場
代
理
人
レ
ポ
ー
ト

喜
界
島
農
業
水
利
事
業 

　
竹
中
土
木
　
有
薗
　
憲
吉

89

問
わ
ず
語
り

90

く
ろ
す
お
ー
ば
ー

3土地改良　331号　2025.10 ●


